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第 3 調査結果

＜内閣府青年国際交流事業への参加による影響について伺います。＞ 

問 6 5 年前又は 1 年前、内閣府の青年国際交流事業に参加したことで、その後の 5 年間又は 1 年間であ

なたにどのような影響がありましたか。 

以下の a から f に挙げる項目について、該当するものをそれぞれ一つお選びください。 

a.事業に参加したことで、国際社会に貢献する仕事や活動に関心を持ち、キャリア形成に役立っている。
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b.事業に参加したことで、地域社会に貢献する仕事や活動に関心を持ち、キャリア形成に役立ってい

る。 
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c.事業で得たリーダーシップやマネジメント能力を発揮する具体的な機会を得た。 
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d.事業参加経験をきっかけに社会貢献（ボランティア活動等）に取り組むようになった。 
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e.事業で得た国際的人的ネットワークが自分のキャリア形成を行う際に役立っている。 
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f.事業で得た国内の人的ネットワークが自分のキャリア形成を行う際に役立っている。 
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問 7.あなたは、同じ事業に参加した外国参加青年と現時点でも交流が続いていますか。 
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問 7-1.問 7 で【交流が続いている】と答えた方は、交流の内容について、以下から選択してください。

（複数選択可） 
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問 7-2 問 7-1 で【社会貢献活動を共同で行っている】と回答された方は、具体的な内容を記載してください。  

・ 事業参加から数年は NPO法人 See You Soonの活動として、日本国内の高校生と、ASEAN各国の同世

代の若者との国際交流を行うプログラムを、参加青年と協働して行っておりました。現在は NPO法

人は解散しておりますが、ボランティア活動の一環として定期的に活動をしております。 

・ See You Soonプロジェクトにて京都の高校生たちに東南アジアの同世代と国際交流活動を行ってい

る。年３回ほどで、私も福島の高校の英語教員になるので、すそ野を広げたいと考えている。 

・ IYEO関連のイベントのサポート、東南アジア青年の船参加青年のネットワーク形成を目的とした

Linkedinグループの作成、国を超えたオンラインキャリアイベントの実施等です。 

・ 事業に参加した他の日本青年と 2020年度から高校生向けの国際交流イベン（See You Soon-

Project）を行っています。福島を起点に数人のメンバーでスタートし、私は関西メンバーの 1人

として現在も活動しています。関西では母校の嵯峨野高校（京都府）の生徒対象に国際交流やキャ

リア形成をテーマに年に 4～5回ほどセッションを実施しています。事業で得た人脈を活用し、こ

れまでマレーシア、ブルネイ、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、カンボジア、インドネシ

アの青年をゲストに招き、オンライン交流を実現させました。参加者からはこれまで関わる機会が

なかった国と交流できるということで良い反響を得ています。 

・ 「東南アジア青年の船」事業既参加青年と一緒に、日本の高校生、および東南アジアの中高生を対

象としたオンライン国際交流プログラムの企画、運営を行っています。23年度は、京都の嵯峨野高

校とフィリピンのダバオ州政府主催の青少年育成プログラム JYPODとコラボして、計 2回の交流プ

ログラムを開催しており、1月 26日に今年度最後のセッションを開催する予定です。嵯峨野高校と

のコラボは今年度で 4年目となっており、高校生からも、「次回までにもっと英語の力を身につけ

て、もっと楽しめるようにしたいです！」や「フィリピンの方がすごく優しくて話を振ってくれて

本当に嬉しかったです」などのコメントを頂いております。 

・ 日本の小学生に向けて、ペルーについてのワークショップを企画・開催しました。 

 

 

 

ソーシャルメディ

ア等インターネッ
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た交流が続いてい

る

事業終了後に外国

青年を訪問する、

外国青年の訪問を

受けるといった交

流が続いている

社会貢献活動を共

同で行っている

仕事の相手として

続いている
未回答
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問 7-3 問 7-1 で【仕事の相手として続いている】と回答された方は、差し支えない範囲で具体的な内容を記載し

てください。  

・ OPYで起業している青年から、資金調達に関する相談があり、特定のサービスを紹介した。 

・ 弊社のメンバーとして会社に入社いただいた。 

 

問 8.あなたは、同じ事業に参加した日本参加青年と現時点でも交流が続いていますか。 
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問 8-1.問 8 で【交流が続いている】と答えた方は、交流の内容について、以下から選択してください。

（複数選択可） 
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ソーシャルメディ
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ト上のやりとり、
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た交流が続いてい

る

事業終了後に日本

青年を訪問する、

日本青年の訪問を

受けるといった交

流が続いている

社会貢献活動を共

同で行っている

仕事の相手として

続いている
未回答

平成30年度 92.2% 67.8% 10.0% 3.3% 2.2%

令和4年度 95.1% 62.3% 1.6% 1.6% 1.6%
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問 8-2 問 8-1 で【社会貢献活動を共同で行っている】と回答された方は、具体的な内容を記載してください。 

・ 事業参加から数年は NPO 法人 See You Soon の活動として、日本国内の高校生と、ASEAN 各国の同
世代の若者との国際交流を行うプログラムを、参加青年と協働して行っておりました。現在は NPO
法人は解散しておりますが、ボランティア活動の一環として定期的に活動をしております。 

・ See You Soonプロジェクトを京都で行っている。 
・ 地域の方を対象とした国際交流イベントの共同開催 
・ 問 7に同じ（See You Soon projectを共同で実施）。活動は第 45回「東南アジア青年の船」事業の

日本青年で始まりましたが、口コミ等で活動の輪は広がり、過去の日本・韓国青年親善交流事業の
参加青年や 2021 年度のオンライン東南アジア青年の船に参加した方と共に活動してきました。打
ち合わせのため月に 2、3回程度オンラインで話す機会があります。 

・ 問 7 で回答した活動を事業同期メンバーで運営しています。また、オンライン SSEAYP に参加され
ていた方とも 2年ほど一緒に活動を行っています。 

・ 私が参加後の 2020年 5月に起業した。その結果、弊社の PJを手伝ってもらったり、イベントの広
報を実施してくれたりする。 

・ 日本・中国青年親善交流事業の参加者ですが、同期の日本・韓国青年親善交流事業に参加していた
青年（現在 24 歳で大学 5 年生女子）に自分の行っているオンラインでの不登校支援活動のボラン
ティア活動に協力してもらっています。彼女の大学卒業後もそのまま自分の組織にボランティアで
残ってもらう予定です。 

・ IYEOに所属しボランティア活動や受入れ事業等を行なっている。 
 
問 8-3 問 8-1 で【仕事の相手として続いている】と回答された方は、差し支えない範囲で具体的な内容を記載
してください。  
・ NPO(PR担当)とメディア 
・ 同じ法人に勤務し、業務のなかで連携することがある。 
・ 転職先を紹介したり、起業に関する相談に乗っている。 
・ 仕事のカスタマーとして日本青年が複数いらっしゃいます。 
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＜「事後活動」について伺います。＞ 

内閣府の青年国際交流事業に参加された皆さんは御存知だと思いますが、内閣府では、事業で得た学び

を広く地域社会や国際社会に還元することを目的とした社会貢献活動を「事後活動」と呼び、既参加青

年のみなさんの「事後活動」への参加を奨励しています。 

 

問 9.5 年前又は 1 年前に事業に参加した後、その後の 5 年間又は 1 年間に以下の事後活動に参加しまし

たか。（複数選択可） 
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問 9 で「その他」を選んだ方は、その内容を具体的に御記入ください。 

・ カンボジア、ソロモン諸島に関わる、それぞれの NPO活動に参加しています。 

・ SWY35 に経験を伝える会。広報活動の結果、OPY を含み、私の友人四名が本年の世界青年の船に初参

加予定。 

・ SWY connect（IYEOが開催する「世界青年の船」事業既参加青年による同窓会イベント） 

・ SWY の既参加青年が集まる同窓会や IYEO 運動会の企画・実施をすることで縦と事業を超えたつなが

りを作ること 

・ SWY の魅力を発信する広報活動と、毎年参加する青年へ発信の呼びかけ、JPY 募集の際の SWY の SNS

アカウントを使った発信と各代に協力依頼 

・ SWYAA国際連盟事務局加入 

事後活

動組織

の国際

大会

（SIGA

, 
SWYG

A, 日韓

交流連

絡会議

等）

事後活

動組織

の国内

大会

（全国

大会、

ブロッ

ク大会

等）

内閣府

青年国

際交流

事業の

実施へ

の協力

（例：

広報の

実施、

ホーム

ステイ

の受入

れ、実

行委員

会への

参加、

等）

報告会

等で内

閣府青

年国交

流事業

参加経

験を他

者に伝

える活

動（内

閣府職

員が出

席する

説明・

報告会

への参

加）

事業説

明／報

告会等

で内閣

府青年

国交流

参加経

験を他

者に伝

える活

動（内

閣府職

員が出

席する

説明／

報告会

以外）

主に国

外を対

象とす

る内閣

府主催

以外の

国際交

流活動

（例：

スタ

ディー

ツアー

等）

主に国

内を対

象とす

る内閣

府主催

以外の

国際交

流活動

（例：

国際教

育支援

等）

国内外

の災害

復興支

援（東

日本大

震災復

興支援

活動、

熊本地

震復興

支援活

動

等）

各都道

府県に

おける

事後活

動組織

の活動

（定例

会、独

自の活

動

等）

街おこ

し等の

地域密

着型の

社会活

動

その他

以上の

どれに

も参加

してい

ない

平成30年度 9.2% 27.6% 38.2% 51.3% 51.3% 11.8% 15.8% 7.9% 36.8% 17.1% 6.6% 11.8%

令和4年度 5.2% 3.9% 15.6% 20.8% 16.9% 7.8% 7.8% 2.6% 15.6% 9.1% 7.8% 33.8%
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・ 地域貢献活動（高校生向けオンライン国際交流の企画運営） 

・ 大学 2年時に参加し、SWYについての卒論・修論(現在作成中)を作成。コミュニティ心理学会で 2回

(卒論・修論各 1回)ポスター発表を行った。 

・ 外務省の主催する Juntos!! というプログラムに参加しました。 

・ IYEO主催のイベント。広報の勉強会や、キャリアデザインセミナー、OBOGセミナーなど。 

・ IYEOの活動に参加 

・ パラスポーツのボランティア 

 

問 9-1.問 9 で「以上のどれにも参加していない」を選んだ方は、以下から理由を選択してください。 

（複数回答可） 
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問 9-1 で「その他」を選んだ方は、具体的に御記入ください。 

・ 自分の居住地域において活動が行われていない。 

・ 海外に留学をしているため。 

・ 活動終了後、スウェーデンにおいて、交換留学生として一年間学んでいるため、日本での事後活

動に参加することが時間的にも状況的にも厳しかったですが、とても興味があるので、帰国後も

しくはオンライン上でできる活動に従事できたらと考えています。 

・ 既出のオンライン国際交流では外国人との交流他、内閣府青年国際交流事業の体験を紹介したり、

自身の海外経験について話す機会もあります。偶然にも母校の先生が世界青年の船の既参加青年

であったため、事後活動への理解があり、これまで活動に共感してサポートしていただけました。 

・ 現在、留学しており、時間や情報が限られているため。 

・ これから SIGAへ参加予定です。 

・ この 1 年は少し事業から離れたかった。今年は受入れに関わってみようと思い、寄港地活動に参

加する予定。 
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問 10 内閣府の青年国際交流事業では、参加した青年を中心に組織された同窓会組織である日本青年国際交

流機構（IYEO）が大きな事後活動組織として活動しています。あなたは、IYEOに会員登録（入会）しましたか。 
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問 10-１ 問 10 で【いいえ】を選んだ方は、以下から理由を選択してください。（複数回答可） 
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問 10-1 で【その他】を選んだ方は、具体的に御記入ください。 

・ 居住地の IYEOが活動しているかわからなかったから。 

・ 海外にいるため 

・ 学生なため入会金が高額に感じたため。 

・ 留学や就職などの自分にとってフォーカスすべき出来事が他にあり、IYEOの活動に参加する余裕

がないと考えたため。 

・ IYEOの活動内容がわからなかったから 

・ 留学を控えており、入学金を支払うことができなかったため 

・ IYEO会員にならなくても、IYEOの方々と交流できているから 

・ 入会金を払う余裕がないため。 

 

問 11.その他、内閣府の青年国際交流事業に関して御意見等ありましたら御記入ください。 

 【平成 30 年度】 

・ 様々な国際交流活動に大学生時代に参加したことがある。外務省委託、文部科学省委託、内閣府

とそれぞれの事業に参加したが、内閣府のは、フォーマルなものが多かった。様々な年代の人た

ちと関われたのはよかったが、一部の人しか仲は深められなかったように思う。しかし、自分自

身のよい経験にはなったように思う。 

・ なかなか IYEOへの活動に参加できていませんが、改めて参加できる範囲で関わっていきたいと思

います。この事業に参加したことで、SWYer以外の海外友人の輪が広がったり、NPO活動に参加す

るきっかけとなりました。また、仕事で知り合った人が実は同期の SWYer と繋がっていたことも

ありました。引き続き、本事業の継続を希望します。 

・ 世界青年の船事業への参加を経て獲得した他者理解や尊重の価値観、リーダーシップの発揮や協
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働の経験は、私が現在携わる事業においても大きなビジネス成果として現れていると考えていま

す。既参加青年と協業する機会は現時点では少ないですが、事業への参加経験のない市民が大半

を占める社会全体に対して、本事業での経験や学びに基づき、よりよりインパクトを残すことが、

私たちの使命だと考えています。青年期にこのような事業に参加できたことを大変嬉しく思いま

す。本当にありがとうございました。今後も本事業を通じて、より多くの志の高い青年が育成さ

れることを期待します。 

・ 今振り返ってみても、「世界青年の船」事業に参加したことは、自分の人生を大きく変えた貴重な

経験でした。このような機会をいただいたことを感謝しています。また多くの人に、このような

すばらしい機会を提供し続けていっていただきたいです。これからも自分のできる形で国際交流

事業に協力していけたらと願っています。 

・ 基本的に参加した方は皆 IYEOに登録していただくと良いのにと思います。参加した若手がなかな

か事後活動（県での受入れなど）に繋がらず人材不足が悩みです。 

・ 私が参加した「世界青年の船」事業は、多様な背景を持つ若者たちが集い、交流することで私自

身にとっても大変刺激的で学びの多いプログラムでした。当事業を通じ、国際的な視野を養い、

異文化理解の重要性を学びました。また、グローバルな課題について議論することで、次世代の

リーダーたちとともに、どのように世界の課題を解決してくか考え、模索した貴重な機会でもあ

りました。 

・ SWY は国内航路に戻ってしまったが、ぜひ海外航路の復活を検討してほしい。単に船で国際交流

ができればいいというわけではなく、事業に関心を持っている人の中には留学をしたいが予算の

関係で実現できないことや、海外での経験をしたくても実現しにくい人もいる。その中で何か目

的を持って様々な国の同世代の PYと活動できるのは SWYならではだと思う。また、日本の社会課

題解決を目的にするのであれば、SWYではなくてもできる事業だと思う。もちろん IYEO始め各地

域の事後活動を継続させるためにも受入れは必要だが、各国アルムナイも同じように、受入れを

実施すること、SWY が自分たちの国に来ることによってアルムナイの強化、国の代表として文化

や土地を伝えることは SWY が継続的に実施するためにも重要だと思う。それから、JPY 募集の発

信が弱すぎるので、広報にも予算をつけて行うべきだと思う。 

・ 人間関係だけでなく、知識も行動範囲も広がる大変有意義な機会となりました。今でも振り返っ

て人生のターニングポイントになった活動であり、参加して良かったと心から感じています。今

後も活動が継続していくことを願っています。 

・ SWY をきっかけに大学院受験を決意し、今は大学院生をしています。また、学振 DC1 という制度

に採用され、来年から博士課程に進学できることになりました。SWYに参加する前は、学部卒で就

職するつもりだったのですが、SWY のおかげで研究の道に進むことになり、また奨学金をもらっ

て博士課程をするという恵まれた環境を手に入れられました。大学生の時に参加することができ

て良かったと心の底から思う事業なので、これからも続いて欲しいなとささやかながら願ってい

ます。また、そのために実行委員や県での活動に関わってきましたが、これからも継続したいと

考えています。 

・ 私が弁護士を志す大きなきっかけとなるプログラムでしたので、ぜひ今後も同様の事業を継続し

ていただきたく思います。 

・ 事後活動のサポートを厚くすることです。現状、報告会後は本人の自由意思で、事後活動やネッ

トワーク形成が任されたままで、有効にリソースが活かされず、事業の成果を図る指標が少ない

です。結果、事業仕分けで、廃止されるリスクもあります。「東南アジア青年の船」事業参加国の

フィリピンは、事業参加後３年間、毎年同期で一回は事後活動をすることが事業参加の要件にな

っています。文部科学省主導のトビタテ留学プログラムでは、民間企業の資金も活用しながら、

参加者のその後のプロフィールが検索できるプラットフォームがあるそうです。他の参加国やプ

ログラムからアイディアを入れて、事後活動のサポートを厚くすべきと思います。 

・ 今年 11 月に「世界青年の船」事業の同期と 13 期に乗船したエクアドルの既参加青年を訪問しま

した。エクアドルはなかなか招へいされる機会が少ない国の一つですが、参加した方々は「いつ

も日本のことを身近に感じている」と語ってくれました。中国や韓国が中南米で存在感を増して

いるものの、ここまで丁寧な交流事業を実施している国は日本のほか見たことがなく、またその

効果も草の根ではあれど十分発揮されていると実感します。外交政策として重要な国が優先にな
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る事は承知ですが、是非なかなか機会を得られない国へも参加の機会を増やしていただければ、

と強く願います。 

・ 事業を通じて私自身の価値観、関わる世界は大きく変わりました。にっぽん丸に乗り、あの期間、

あのメンバーで過ごしたこと全てに意味があったと思いますし、その機会を頂けたことを心から

感謝しています。また海外青年との会話、ミャンマー留学経験から、いかに内閣府事業が東南ア

ジアの人々にとって貴重かつ重要な機会となっているかも存じています。社会や時代の要請によ

り事業の意義が問われることも理解できます。事業の存続、今後の在り方を検討されるにあたり、

もし私にご協力できることがあれば何なりとご協力させて頂きます。 

・ 「東南アジア青年の船」事業に参加してから５年もの歳月が過ぎたことに驚きを隠せませんが、

５年経った今でも船事業に参加して本当に良かったと思っております。パンデミックの影響で以

前と同様のプログラムの実施が難しかった時期もあったかと存じますが、今年から対面でのプロ

グラムが再会されたことを嬉しく思っております。現在ヨーロッパに住んでおりますが、こちら

でも実際に他国の PYとも再会しました。海外で友達が多くない中で暮らしているので、同じプロ

グラムを通した知り合いが同じ国にいるのはとても心強いです。今後の船事業の益々の発展を祈

念しております。 

・ 田舎出身で田舎の大学へ行っていた私にとって、海外に行くことは簡単なことではなかったです。

私のような海外に行くことが容易でない若者にもチャンスをつくるためにも、この事業は継続し

てもらいたいと考えています。また、東南アジア青年の船に参加することで、すごく成長するこ

とができ、人生が変わるきっかけになりました。ただ海外に行くだけでなく、成長を遂げられる

この事業は大切なものだと思います。 

・ とても貴重な経験をありがとうございました。現在、心理士になることを目指し日々勉強してい

ます。SWY に参加したことで、将来 SWY のカウンセラーとして乗船して役に立ちたいという一つ

の目標ができました。より邁進していきたいと思います。 

・ 世界中の優秀で面白い人々に一挙に出会えて、何にも代えがたいすばらしい経験と人脈を得まし

た。ありがとうございます。 

・ 内閣府青年国際交流事業の特徴は、事後コミュニティの層の厚さだと感じる。自分が参加した代

だけでなく、その前後の代、国内外の既参加青年達と繋がることができた。学生のうちにこれら

の繋がりを持てたため、その後の進路や県 IYEOでの活動につながっている。また、自分以外の青

年でも、その後の活動やキャリアに活かしている例は多く聞く。どの事業も大変意義深いため今

後もコロナ以前の形で継続してほしい。 

・ 「世界青年の船」事業に日本の代表として参加できたことはかけがえのない経験であり、この事

業を通して得た友人や学びは私の人生の基盤となっています。今後とも本事業を存続させ、ぜひ

次世代へと繋げていけるよう、私も何かできることがあれば微力ながらお手伝いできたらと思い

ます。 

・ SWYは世界に類を見ない、日本国の財産であるので、今後も本事業の継続を強く望む。私は社会起

業家・スタートアップの育成支援をする会社を参加後 2020年に起業した。現在は 4年目です。海

外の投資家(VC)と話す際に、SWY で繋がる機会もあったので、本事業が創出した価値は計り知れ

ない。 

・ 国内で NPO 法人や任意団体で活躍している。都道府県内でそこそこ認知度がある若手、日本舞踊

や民謡、伝統芸能を行っている地方で活躍が期待されている若手、ビジネスコンテストや学会発

表などで優秀賞を受賞するような若手などの「ある程度」の能力を外部から評価されている人財

に対して派遣を行うと良いと思う。誰でも参加できるという魅力が現状はあるが、そういった人

は履歴書の色付け目的に申し込みしてくるため、派遣に参加して終わりで、その後はつながらな

いと思う。逆に、ある程度地域で認知されている若手は義理堅い人が多いので、無下にしないと

思う。 

・ 青年国際交流事業を通した他者や他国との関わりが、若者のその後の自己形成に大いにつながる

事をこの 5 年間で感じた。周りの参加者が事業をきっかけに国際関係の職についたり、仲間と起

業したりするのを見てきた。確実に事業をきっかけとして思いもよらぬ方向へ伸びていき、花を

咲かせようと日々奮闘していると思う。国際交流は一見目に見えぬイベントのようなものにも思

えるが、長い目で見れば、この事業は必ず日本の未来を明るくすると断言できる。今後もぜひ続
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いてほしい。 

・ 私個人としてはコアリーダー参加の際に日本の施策やドイツの施策を学ぶことができ、それぞれ

の強みや特徴を知ることができて、地域包括ケアシステムの理解が深まったと感じています。仕

事においてもこの視点が生きていると感じています。事後活動にあまり参加できず申し訳なく思

っています。 

・ 「世界青年の船」事業で参加して得た経験は、その後の教員生活でとてもいきています。参加さ

せていただいたことに、心より感謝しております。 

・ 経験も参加青年とのつながりも、共に参加して得られた貴重な財産です。事業での経験は今の自

分の考え方や今後の生き方の判断材料の糧になっていますし、外国青年に会いに海外へ行き一緒

に年越しをしたり、日本青年と今でも毎月会い、お互いに悩みや喜びを相談・共有し合ったりと、

人生において貴重な繋がりを持つことができました。現時点ではできておりませんが、地域貢献

や国際協力に興味を持ったきっかけも当事業であり、今後本業が落ち着いたらそういった活動に

も時間を使っていきたいと思います。とても価値のある事業だと感じておりますので、末永く存

続されることを希望いたします。 

・ 内閣府「世界青年の船」事業で出会った方達、活動中の体験は私の今の仕事にとても役立ってい

ます。また、世界中に友達がいることは本当に国際社会に常に目を向ける機会になりました。今

後とも青年国際交流事業に関わっていきたいです。 

 

【令和４年度】 

・ 事後活動の案内が届いていないので周知してほしい。 

・ オンライン事業に意義を感じない。事前研修・事後研修で多大な時間をかけて、中国人の方と実  

際に話せるのは 30分程度。これであれば、HelloTalkやオンラインの文通アプリを使った方がよ

っぽど意義があり、長続きができる交流ができる。 

・ SWY 後、SWY24 参加青年だった、渡部カンコロンゴ清花氏が創設した NPO 法人 WELgee に入職しま

した。SWYでのつながりからのキャリア、感謝していますし、できる限り恩返ししたいと考えてい

ます。今後ともよろしくお願いいたします。 

・ 「世界青年の船」事業は、参加青年にとって文字通り人生を変える経験です。今後とも是非続け

ていただきたいです！ 

・ とても意義のある活動だと思います。ここで繋がったメンバーとは一生繋がっていたいと思って

います。 

・ 今後も積極的に活動していきたく思っています！よろしくお願いいたします。 

・ すばらしい事業のため、引き続き事業を継続してほしいです。 

・ この青年国際交流事業に参加したことが自分自身のステップアップに繋がったととても自信をも

って言うことができます。スウェーデンでの学びに活かすことができており、参加できて本当に

良かったです。 

・ 貢献意欲は非常に高い。私はオンライン、ハイブリッドで 2年連続で参加している。説明会など、

何でもやらせていただきたい。 

・ オンライン参加だったので、外国青年とのディスカッションや絆を深める時間が少なかった。そ

のことが、現在まで交流が継続していないことにつながっているのではないかと思う。オンライ

ン参加だった年度の青年達には改めて海外訪問の機会を与えてほしいと思う。 

・ 国際的な価値観を身につけ、海外のメンバーと強いコネクションをつくる非常に大きな経験とな

った。 

・ INDEXの年齢・国を超えた同窓会も定期的に実施したいです。 

・ 出身国を問わず事業の OGOBとこれからも交流していきたいという意思があります。まだ学生なた

め、定期的に連絡をとりながら、将来に活かせるネットワークを作れたらと考えています。しか

し、個人的なつながりにとどまっているため、どのように輪を広げられるのかわかりません。IYEO

の活動が一番良いとは思いますが、入会金から入ることを迷ってしまいました。SNS でのコミュ

ニティは無料なため、迷いなく参加し、今でも続けています。公式のコミュニティの方が個人的

な出会いを超えた繋がりを得られると思うので、より多くの事業参加青年が事業後も長くコミュ

ニティに関われるように、入会金については検討していただけたら大変嬉しく思います。 
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・ 30歳以降かつ会社員でも、単発で国際交流可能な機会をいただけると有り難いです。 

・ いつもありがとうございます。この経験を境に、世界の人々と何かをするためのいくつもの扉が

開けました。プログラム参加中のみならず、参加後にこそ充実した数々の催しやコネクションに

アクセスできるのがこの事業の魅力・強みだと思います。このきっかけを大切に大切に、これか

らの人生を、また社会を、より豊かなものにしたいと思います。 

・ 私の人生が変わるような機会を提供していただき、本当にありがとうございました。私は本事業

を通し、社会貢献分野（ソーシャルビジネス）に関心を持つようになり、実現へ向けた学びの為

に、今年度はインドネシアに渡航します。 

・ 参加後 1年が経過し、Life Changing Experienceとするか、一時の経験にするかは事後の自分の

行動次第だと感じています。参加青年との繋がりは継続しているものの、社会貢献活動など具体

的なアウトプットにはまだ至っていないため、今年は意識してアクションしていきたいと思いま

す。青年国際交流事業が関心層には一般的であるものの、より世間一般へ認知が広がっていくと

事後活動へのモチベーションや意義が高まっていくと思います。既参加青年として活動報告を続

けていくとともに、認知拡大に向けた PRもより進めていただけますと嬉しく思います！貴重な機

会をいただき心より感謝申し上げます。 

・ 対面での交流が日本青年だけでなく外国青年との親交をより深めることができるので、対面の実

施を行ってほしい。 

・ とても貴重な機会をくださったことを心より感謝しています。この事業がこれからも続き、より

多くの日本の青年がチャンスを掴んでたくさんの経験を積み、そして日本と外国の架け橋として

未来に貢献することを心より願っています！ 

・ 運営側である内閣府関係者の方々の知識不足があると１年前に感じ、昨年度の「東南アジア青年

の船」事業でも同じことをさらに強く感じました。英語などの外国語はもちろん、参加国に対す

る基本的知識などです。特に宗教に対する知識が圧倒的に不足していると感じました。多くの日

本人にとって宗教観を理解することは困難ですが、運営するには必須の知識です。知識不足のた

めに参加青年が気分を害していた場面や満足していない場面が複数ありました。本年度からは主

催国としてのパフォーマンスをさらに高いものにしていただけたらと思います。 

・ 日本での交流もとても貴重でしたが、やはり海外の現地での交流もしたかったです。次年度以降

の INDEXなどの事業に参加できないというのはとても残念でした。 

・ 中国プログラムでは、プログラム中、中国青年との関わりが 1 日しかないのは寂しかった。また

プログラム中は自由に両国青年の意見交換会ができず、報告会レベルでしかなく、思っていた内

容とは違った。 

・ NLの選定は、更に慎重にするべきだと思う。 

・ 歴史があり、また運営母体も内閣府であるため、日本の国際交流活動において最大規模かつ内容

の濃い事業であると思う。その分、認知度が低いのが非常にもったいない。興味のある層にもっ

と届いてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


